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錠剤包装・異物検査装置「フラッシュパトリ」発売のお知らせ 
 

当社は、医薬品錠剤包装機のトップメーカとして、包装機及び包装工程にお

ける異物を監視し、混入時にインライン自動排出を行う異物検査装置を販売し、

好評を頂いていますが、市場の更なる高度な要求に対応するため、新型機種と

して｢フラッシュパトリ・ＦＰ６００シリーズ｣を発売します。 

 

【開発の背景】 

医薬品の代表的な包装方法であるＰＴＰシートは使用寸前に包装から取り出

す安全性の高い包装形態のため、品質基準も高く、使用者の目も厳しいのが現

状です。 

近年、環境側面から脱塩ビ化が定着しＣＰＰフィルムへ移行しています。こ

のフィルムは光透過性が悪く異物・異品種など検出精度を鈍くさせてしまいま

す。その上、「エコマーク」や｢包装の材質｣など１枚のＰＴＰシートに内容表示

する必要性があり、検査方法の難易度がますます高くなっています。 

一方生産現場からは生産の高速化・無人化要求からなる検査信頼度のアップ

など留まることのない要求があります。これらの市場要求をクリアするため、   

今回全く新しい開発コンセプトを設定し開発しました。 

医薬品の安全性、環境対応そして目視検査の自動化という３つの問題を同時

に解決したのが、今回開発した新型異物検査装置｢フラッシュパトリ・ＦＰ    

６００シリーズ｣です。 

 

【商品の特徴】 

１．用途別に３つのタイプを用意し、目視検査項目を全てカバーしました。 

２．特殊フラッシュ機能により、錠剤印刷部及びアルミ印刷部の影響を受け  

ない異物検査を可能としました。 

３．カラーＣＣＤカメラを採用し、異品種混入検査が可能となりました。 

４．対話型画面表示、不良シート映像の保存処理等、操作性が大幅に向上し  

ました。 

５．各種錠剤（カプセル含む）に対応した不良検査機能を増大、さらにメガ 

ピクセルＣＣＤカメラの採用により高分解能を実現し、０.５角の異物、 

５０μの毛髪の検出が可能となり、検査精度が大幅に向上しました。 

６．膨大な計測データ処理を可能とした高速画像処理装置を開発し、業界最 

高速の検査速度を達成しました。 

７．ＣＰＰフィルム及び紫外線防止用の赤色ＣＰＰフィルムでも検査が可能

となりました。 

８．シール部分のアルミ「しわ」も検知できるようになりました｡ 



 

 

【仕様】 

１．錠剤部の検査可能項目 

欠け・割れ、異物、毛髪、異種混入、カプセル外形、印刷部分の検査 

２．ポケット外検査 

      異物、毛髪、印刷部分の検査 

３．処理能力 

１）シート数／分                  ６００枚 

２）錠剤数／分                ３３，０００錠 

３）品種登録可能数                 １００種 

４．データ処理能力        

不良シート記憶数                     ５０枚 

５．搭載可能機種 

ＣＫＤ製ＦＢＰシリーズ全機種。他メーカーについては要相談。 

 

【販売価格】 

１．錠剤裏面・シール部異物検査タイプ（ＦＰ－６００Ｅ） 

概算  ３，０００万円 

 ２．全検査対応検査システム（ＦＰ－６００ＡＤＥ）     

概算  ６，０００万円 

 

【販売計画】 

    初年度 ４０台／年間 ： １５億円 

    ３年後 ５０台／年間 ： ２０億円 

 

【発売時期】 

    ２００２年１０月１日より 

 

【お問い合わせ先】 

    ＣＫＤ株式会社  総務部  酒井・武田 

      ＴＥＬ  ０５６８－７４－１２３８ 

      ＦＡＸ  ０５６８－７１－４３２２ 

                                以上 


